On the use of varidase buccal in urological patients subjected to general anesthesia by 大熊, 謙彰
Title泌尿器科領域における全身麻酔患者へのバリダーゼ・バッカル使用について
Author(s)大熊, 謙彰











のバ リダーゼ ・バッ カル使用 について
久留米大学医学部泌尿器科学教室(主任 重松俊教授)
大 熊 謙 彰
    ON THE USE OF VARIDASE BUCCAL IN UROLOGICAL 
     PATIENTS SUBJECTED TO GENERAL ANESTHESIA 
                        Yoshiaki  OHKUMA, M. D. 
         From the  Department of Urology, Kurume University School f Medicine 
                       (Director  : Prof. S. Shigematsu, M. D.) 
   Varidase Buccal (VB) was administered to 30 urological patients ubjected togeneral 
anesthesia. Their ages ranged from 3 to 74. The VB administration was instituted right 
after arousal from anesthesia. Comparative studies were made with controls in respect to 
dyspnea,  difficulty in expectoration, etc. after the arousal. Though the number of cases is 
small to give a definite conclusion, yet, as far as the effectiveness in these cases are  con-
cerned, VB has been found excellent against the complaints given above. Our experience are 
presented in this paper.
緒 言
近時医学 の発達に伴 い全身麻酔 も著 しい進歩
を遂げ,現 在 では広 く各科領域 に於 て活用 され
ている.
而 しなが ら,全 身麻酔が多 く用い られ るに従
い,麻 酔後 の色 々な合併症が問題 とな り,こ れ
らの合併 症に対 しても種 々の検討がな され て居
るが,全 麻後合併症の原因の1つ である術後 の
喀疾 喀出困難は臨床面 に於 て しば しば我 々を悩
ます ものである.特 に泌尿器科領域に於 ては比
較的高令者が多 く,術 後の肺合併症の予防のた
めにも喀疾喀出を容易な らしめ る事が我 々の大
きな課題 であ り,た めに麻酔剤の種類や,方 法
に留意 し気道分泌 の抑制に努め て来たが,先 に
線維素融解因子Streptokinaseと核蛋 白融解
因子Streptodornaseの混合酵素製剤Varid-
aseBuccalが全身麻酔後 の粘調喀疾 の排 出促
進 に極め て効果的であるとの奥田(1961),山本
(1961),岩月(1961)らの報告に接 し,当 科に
於 て も3才 より75才迄の全身麻酔 患者30例に麻
酔覚醒 直後 よりVaridaseBucca1(以下V・B
と略す)を 使用 し,こ れを使用 しなかつた30例
の対照 例と麻酔覚醒後の呼吸困難,喀 疾喀 出困
難 等の訴えにつ き比較検討 した.而 しなが ら未
だ使用例 も少 く,充 分 な検討は得 られなかつた
が,こ れ らの訴えに対す るV・Bの 治療効果が
優 れている事 が判 明 した ので藪 に報告す る。




臨 床 成 績
V・Bを使用した30例の詳細は表12に 示す如く,
全身麻酔下に施行された腎摘出術5例,腎 固定 術1
例,腎 孟裁石術1例,尿 管戴石術1例,膀 胱高位切開
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第1表VaridaseBucca1使用例
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用 備 考時間隊 醐
1竜○ 3 68前立腺肥大症前立腺摘出術 1% N20Pent. 2目 有効なし
・内・ … 膀 胱 腫 蠣 胱腫蹴 灼IY2齢 . 1日1諦 ・
3大 ○ 625前立臓 腫鵬 腺麟1・Y2臨 ・日
4井 ○ ・74讐急鋸 矯繍
5石0673前 立腺肥大症
6高0668前 立腺肥大症
7大○ 61棲 賭 鵬 の
8延0653左 腎 腫 瘍
・井・卜 68前立腺肥大症
10田○ δ59前 立 腺 症
11近0639左 腎 結 核
12井0661前 立腺肥大症
13杉0636右 遊 走 腎
1・田○ ・ ・2舗瀟灘













































有効 喀疾粘調にして喀出困難なし あるもVBに より緩解
瞭 曙 聾懸 あるもv
有効なし1
第2表
1症例 性 年令 病 名 手 術 名
麻 酔






伊・622前 立 腺 症騒 頸部鰍1%
」
井○ δ75前 立腺肥大症前立腺摘出術2%1
原0612尿 道 下 裂




















































































左 腎 腫 瘍1左腎 細 術E 1

































































術5例,前 立腺 摘 出術12例,尿 道成 形 術1例,陰 核 成
形 術1例,睾 丸 下 降術1例,尿 管膀 胱 再移 殖 術1例,
試 験 開腹 術1例 で あ る.年 令的 には1～10才3例,11
～20才2例,21～30才3例 ,31～40才3例,41～50才
4例,51～60才2例,61～70才8例,71～80才6例 で
比 較 的 に高 令者が 多 い これ ら30例に対 す るV・Bの
効 果 は,全 例共 に喀 疾 喀 出 は容 易 とな り有 効 で あつ た
が,30例中18例(60%)はV・Bの1錠 投 与 に よ り喀
疾 喀 出は 著 しく容 易 となつ て い るが,残 りの12例(40
%)はV・Bの1錠 投 与後 に も以然 と して喀疾 喀 出困
難 を 訴 え続 け た.而 しな が らこれ らの12例もV・Bの



















騨 性 年令 病 名 手 術 名 麻 酔
1
備 考時剛 麟 剤
」
1三 〇 ♀ 18右 腎 結 石 右 腎 摘 出術 1
2久 ○ ♀ 23左 尿 管 結石 左尿管載石術 1






























































両 腎 結 核
左 腎 結 石
左尿管結石
急迫尿失禁
尿 道 下 裂



























































































膀胱高位切開膀 胱 結 石
戴石術 ・ 膿 、h.








左 水 腎 症 左腎摘出術2絶














































膀 胱 腫 瘍
左腹部停留睾丸
左尿管結石
左 膿 腎 症
左尿管結石















































察す ると表5,図1に 示 す 如 く,使 用 した麻 酔 剤 の
種 類は 笑気 ラボ ナ ール 麻 酔21例(35.0%),G-O-E
麻 酔14例(26.6%),笑気 一フ ロ ーセ ン麻 酔25例(46
.6%)で,こ れ らの うち 覚醒 後 に喀 疾 喀 出 困難 を訴 え
た も のは笑 気 ・ラボ ナ ール麻 酔21例中8例(38.1%),
G-0-E麻酔14例中10例(71.4%),笑気 フ ロー セ
ン麻 酔25例中11例(44.0%)で,G-O-E麻酔,笑 気
・フ ローセ ン麻酔 ,笑 気 ラボ ナ ール麻 酔 の順 に そ の
発 生 率 は多 くなつ て 居 る.又 これ らの麻 酔時 間 との 関
係 を見 るに,笑 気 ・ラボナ ール麻 酔,G-O-E麻 酔,


















































V・Bは 非病原性の溶血性連鎖球菌の 産 生 す
る酵素製剤で,線 維素融解酵 素Streptokillase
と蛋白分 解酵素Streptodornaseを含んで居
る.全 身麻酔後 の喀疲 喀出を容易 なら しめ る目
的で用 いるのは このStreptokinase(以下S・K
と略す)の 作用に よるもので,S・Kは 間接的
に線維素融 解現象 を促進す る事に より,凝 血,
壊死組織,線 維素 に富む浸出液乃至膿汁等 を融
解 し,そ の粘度 を低下 させ て清浄化 を 促 進 す
る.
このS・Kの 作用 に より喀疾は稀釈 され水様
漿液性 とな り喀 出容易 とな るの であ る.全 身麻
酔後の喀疾 喀出を容易な ら しめる 目的 でV・B
を使用 した症例 に就 ては奥 田(1961)、山 本
(1961),岩月(1961)等が詳細 に報告 して居
るが,何 れ も著 明な効果を得る事 が出来た と述
べて居 る.
我 々も極め て少数例 では あるが,V・Bを 全
身麻酔後 の喀疾 喀 出困難を訴えた30例に使用 し
て,全 例 に喀疫 の喀出を容易な らしめる事が出
来,患 者 の愁訴を著 しく軽減 させる 事 が 出 来
た.又,V・Bの 投与 にあた りV・Bの 作用機
点より心配 された出血時間や凝固時間 の延長等
も見当 らず,そ の他に も特別の副作用 も認めな
693








我 々は全麻後の喀疾喀出を容易な ら しめる 目
的 でVaridaseBuccalを泌尿器科領域 に於 け
る全麻施行患者30例に使用 し極 めて良好 なる結
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本 剤 は ス エー デ ン ・ボ フ ォース ノーベ ル クル ー ト社
提携 品 で、 同社 研究 所 に於 て 、12力年 の歳 月 を 費 して
完 成 きれた 新局 所 麻 酔剤 で あ る。
【特 長】1.本 剤 は それ 自体 血 管収縮 作 胴を もつ 。
2.作用 発現 が 速か で且 つ 持続 時 間 が長 い。
3.急牲 毒 性 が 少 く忍 容量 が大 で 、組 織 を損 蕩 しない 。
4.麻酔 成功 率 が極 めて高 い 。
〔包装〕O.5%,1%,2%夫々 20cc100㏄
製 造 吉 富製 薬株 式 会社 販 売 武 田薬 品工 業株 式 会社
